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【ノート記載例】 
 
（分布・層分布関係） 

・小学校の D 層の割合は、それぞれ全国の結果と比較して大きな差は見られなかった。  
・中学校の D 層の割合、バンド１の割合は、それぞれ全国の結果と比較して大きな差は見られなかった。 
→基本的な記載 

・●●●●●[学校種/教科]について、D 層（バンド１）の割合が全国と比較して 10％以上多い結果（2 倍以上・ 
1/2 以下）となっている。他の教科については、全国と比較して大きな差は見られなかった。  

   →全国（公立）の D 層（中学校英語はバンド１）の割合の差が 10%以上（中学校英語はバンド１の割合の差が 
２倍・1/2 以上）開いた場合に記載。 

 
（質問調査関係） 

・小学校（中学校）においては、「●●」や「●●」領域のスコアについて、高い結果が出ている。また、「●●」や 
「●●」領域のスコアについて、低い結果が出ている。 
→各都道府県・指定都市内で相対的にスコアが高い領域を２つ記載。 

※ただし、同一の領域（例：領域番号１４、１５）から２つ記載はしない。 
→全国平均と比較してスコアの差が 0.5 以上開いた場合に、【全国と比較しても高い・低い】という記載。 

 

【箱ひげ図】 

・箱ひげ図や四分位層等の分布や習熟度に目配りした統計表やグラフ、学力・学習状況 
等について多面的な分析を行うための結果チャートを掲載。 

・教科調査の分布や質問調査の結果等について文章で記載。 

※正答数・IRT バンドごとの層分布は、各層の人数から割合を直接算出しているため、「調査結果概況」と 0.1 ポイント程度異なる場合があります。 

各領域のブロックの面積が広いほど肯定的回答が
多く、狭いほど否定的回答が多い。 
点線は、全国平均を示している。具体的数値は、実
施概況（全国）を参照。 

四分位層等の分布や習熟度に目配りした統計表や 
グラフの掲載。 


